
あるのに対し.開放附近では2.5秒前後であった｡刺激

速度の減少にともなって.反応沼時は単調増加の械向が

あった｡刺激塁示時間が関伯に彫智を及ぼすことが示唆

されたが.今後.包示時間をパラメータとして四位の汎
定をする必繋があるとおもわれる｡

ニホンザルの社会的認知能力の解析

鈴木 延夫 (北大･文)

退去30年間.ニホンザルに関する社会行動の研究は,

フィールドにおける観察研究を主体にして大きな成果を

収めてきた｡しかし.社会科学や人文科学の境界額域と

してこの方面の研究に今後より一層の学問的飛躍を期待

するならば,野外研究における奴宗技法の問題を再検討

する必要がある｡つまり,観訳し研究する側の人間と祝

祭対象になるニホンザルとの社会行動に関係すろ感党知

常雄力の比較検討を行い.祝祭技法の攻平を必至引こ応じ

て心卸 すろ必要がある｡

本研宛ではこうした問題忠mから.安定した社会生活

を矧 ナている1群のニホンザルを研究対象にし.彼等の

祝知覚に依存した社会的な認知舵力を実験的に研究する

ことが主要目的と成っている｡

実験は京都大学詔長旅研究所の節 1放飼場内で袋田飼

育されてきた約60頭の苗浜群を対象にし,同飼育場円に

おいて実物大に引伸したカラーの教写共を弁別刺激材料

に使ったオペラント条件づけ方式で行った｡実験条件毎

の正反応には大豆を報酬として与え.条件づけの完成規

準を正反応率80%とした｡また.突放手続きでは研究対

･象であるサル達の自発的な反応意欲を長大取に活用する

ようにし.研究者からサル通に課する固定した突放手続

きを最小限に抑制した｡

実験の結果については.弁別利敵の性格に応じて正反

応率の変動を分析し,群杓成員に関するニホンザルの認
知托力を考究する予定であったが.突験手続の特殊性か

ら共同利用研究の指定期間円には.分析や考窮に必要な

只体的データを得ろに至らなかった｡

しかし,昭和53年度の国内流動研究員制度の枠内で本

3. 研 究 会

第 6回 ニホ ンザ ル の現 況 研 究会

1. 期El 昭和52年5月28,29日

2.場所 京大詔昂ぶ研死所一階会芯室

3. 参加者数 延べ約50名

4. プログラム

研死は発展的に継続されており.53年度中にはその成果

が十分期待されるところである｡

サル胃の前癌病変としての腸上皮化生の検索

河内 巾 ･松分別夫 ･佐野友乃

(国立がんセンター)

Ⅰ 研究日的

日本人には胃痛が多い｡日本のサルの口に口煩の爪痛

病変と考えられている腸上皮化生が存在するかな検累す

る｡

Ⅱ 研究計画

1) サルの胃を含めた消化管を特に枚累したい｡その祖.

他の臓器を使用する他のグループとの共同実験穀が.

サルを有効に使用することになる｡

2) サルの田を摘出した後.新鮮な状態で,テステープ

法によって腸上皮化生を生化学的に診断する｡

3) 円の粘膜の一部を採取し.酵素活性を瓢定する｡

4) 田の粘膜の一部をホルマ1)ン固定し.病理組紙学的

に枚苅する｡

Ⅲ 研死の経過

ニホンザル.ヤクザルを巾心とする25匹のサルについ

て.腸上皮化生の存在をテステープ法によって酵素学的

に,また.ホルマ 1)ン田定田本を病理組枯学的検索し

た｡

Ⅳ 研完成果

検索した大部分のサルのTlには袋屈性TT炎がみられた

が.明らかな股上皮化iEがみられたのは一匹であった｡

また.日成は見つからなかった｡

サルは実験的に叩癌が出来にくいことが知られている
が.自然界のサルも.円癌のみならず脱上皮化生も非常

に少ないことが.今回の検粥から推測される｡

V 研究の考訳.反省

今回の検索で.サルの円の股上皮化生が初めて明らか

にきれた｡しかし年令の花いサルをⅢ点的に検索するこ

とは出来なかった｡今後.矧 こ年令の高いサルの例数を

増やして検累することが必安と考えられる｡

テーマ:こホンザルの分布と保護に関して

1.各爪下ニホンザル大塁捕獲の動向について

関西ニホンザル研究会 取,大将他.

見知耶和雄許可認可数についての基本的討胎

コメント提出者 丸山 取.鈴木
2.野猿公苑の問題について
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